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透
マ
ス
の
設
置
実
績
は
。

答　

鶴
ケ
岡
と
鶴
ケ
舞
で
設
置
を
促
し
た

結
果
、
72
世
帯
、
２
５
８
個
の
設
置
と
な

っ
た
。
な
お
、
県
の
予
算
次
第
で
は
、
区

域
を
広
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

老
朽
化
対
策
を
急
げ

老
朽
化
対
策
を
急
げ

  

水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

問　

災
害
時
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

答　

現
在
、
大
井
浄
水
場
の
第
２
配
水
池

の
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

配
水
管
の
耐
震
化
を
毎
年
進
め
て
い
る
状

況
。
今
後
は
、
浄
水
場
内
を
含
め
た
市
内

の
井
戸
の
更
新
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

配
管
の
布
設
替
え
工
事
の
実
績
は
。

答　

平
成
27
年
度
は
、
更
新
延
長
が
0.5
㎞

で
、
石
綿
管
の
残
延
長
が
14
・
2
㎞
と
な

っ
た
。

問　

水
道
料
金
で
水
の
供
給
費
用
を
賄
え

担
税
力
は
限
界
に
き
て
い
る
の
で
は

担
税
力
は
限
界
に
き
て
い
る
の
で
は

  

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問　

税
率
改
正
に
よ
り
、
低
所
得
世
帯
の

担
税
力
は
限
界
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

所
得
に
対
す
る
社
会
保
障
費
の
割
合

を
示
し
た
社
会
保
障
負
担
率
を
、
課
税
状

況
を
も
と
に
試
算
を
す
る
と
、
国
民
健
康

保
険
税
の
負
担
率
は
９
％
台
と
な
っ
て
い

る
。
全
国
の
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
税

の
負
担
率
が
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
直
近

の
平
成
26
年
度
は
11
％
台
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
み
る
と
、
本
市
の

負
担
率
は
全
国
と
比
べ
る
と
低
い
。
た
だ

し
、
依
然
と
し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
負

担
は
大
き
い
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る
。

問　

新
規
で
特
定
健
康
診
査
等
事
業
を
行

っ
た
が
、
実
績
は
。

答　

生
活
指
導
は
参
加
者
が
61
人
。
未
受

診
者
勧
奨
は
93
人
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
治

療
を
中
断
し
て
い
る
９
人
に
重
症
化
予
防

対
策
を
実
施
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
を
早
急
に

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
を
早
急
に

  

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

問　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が
配

置
さ
れ
た
。
内
容
と
実
績
は
。

答　

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
意
見
を
も
ら

い
な
が
ら
、
作
業
療
法
士
や
保
健
師
の
方
々

と
チ
ー
ム
を
組
み
、
認
知
症
初
期
の
疑
い

の
あ
る
方
を
訪
問
し
て
適
切
な
医
療
や
介

護
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
。
当
該
年
度
に

関
わ
っ
た
ケ
ー
ス
は
６
件
で
あ
っ
た
。

問　

多
職
種
共
同
に
よ
る
在
宅
医
療
・
介

護
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
の
整
備

を
進
め
た
年
度
で
あ
っ
た
が
、
自
宅
で
の
、

み
と
り
の
体
制
整
備
は
。

答　

訪
問
医
や
在
宅
医
、
医
師
会
な
ど
、

様
々
な
方
の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

自
宅
で
の
、
み
と
り
か
ら
一
歩
踏
み

こ
む
と
、
後
見
人
制
度
の
整
備
も
必
要
で

は
。

答　

家
族
が
い
る
場
合
に
は
、
医
師
の
サ

ポ
ー
ト
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
し
、
身
寄

り
が
な
い
、
あ
る
い
は
夫
婦
２
人
と
も
判

断
能
力
が
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
成
年
後

見
制
度
の
活
用
は
必
要
。
今
後
、
対
応
で

き
る
体
制
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
状

況
、
活
動
回
数
は
。

答　

登
録
者
数
が
１
９
１
人
で
、
最
終
的

に
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
を
し
た
対
象
者
は

１
２
８
人
と
な
っ
た
。
な
お
、
上
限
の
50

回
以
上
の
活
動
し
た
方
が
44
人
で
、
１
人

平
均
の
活
動
回
数
は
45
回
と
な
っ
て
い
る
。

雨
水
浸
透
マ
ス
の
推
進
を

雨
水
浸
透
マ
ス
の
推
進
を

  

下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

問　

短
時
間
で
の
集
中
豪
雨
が
非
常
に
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
対
策
は
。

答　

数
あ
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
市
民

に
対
し
て
は
、
雨
水
浸
透
マ
ス
の
設
置
等

を
促
し
て
い
る
。

問　

県
が
雨
水
浸
透
マ
ス
設
置
の
全
額
補

助
を
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
の
雨
水
浸

反対

賛成 賛成

11
億
円
の
繰
越
金
と
共
に
、
各
種
基
金
の
総
額
は
１
０
４
億
円
に

も
な
っ
て
い
る
。
相
次
ぐ
社
会
保
障
の
改
悪
や
消
費
税
負
担
で
市
民

の
生
活
は
厳
し
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
、
ほ
ん

の
一
部
の
人
だ
け
だ
。
市
民
負
担
の
と
も
な
う
問
題
に
正
面
か
ら
向

き
合
っ
て
い
な
い
。

事
業
評
価
は
、
単
に
事
業
収
支
の
数
字
に
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

市
民
に
と
っ
て
事
業
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
負
担
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
を
検
証
し
手
立
て
を
打
つ
べ
き
だ
。

本
市
は
、
住
宅
建
設
が
進
み
働
き
盛
り
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る

と
い
う
好
条
件
が
あ
る
。
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
子
育
て
施
策
、
地

域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
雇
用
施
策
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
定
住
促
進
の
た
め
の
高
齢
者
施
策
な
ど
、
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
市
民
が
納
得
で
き
る
運
営
を
行
う
べ
き
だ
。

財
政
指
標
は
良
好
で
あ
る
が
、
市
の
借
金
が
３
６
０
億
円
を
超
え

た
う
え
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新
・
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
を

見
越
す
と
、今
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
る
。当
該
状
況
に
あ
っ
て
、

各
基
金
へ
の
積
み
立
て
や
繰
上
償
還
の
実
施
は
評
価
で
き
る
。
今
後

も
、
自
主
財
源
の
確
保
や
徴
収
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
や
出
前
子
育
て
サ
ロ

ン
の
実
施
な
ど
子
育
て
支
援
の
基
盤
整
備
、
福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム

に
よ
る
各
課
と
の
連
携
強
化
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
元
気
・

健
康
メ
ニ
ュ
ー
認
定
制
度
の
導
入
、
時
代
の
要
請
に
か
な
っ
た
教
育

振
興
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
、
評
価
で
き
る
。

今
後
も
、
11
万
市
民
の
生
活
に
寄
り
添
い
、
変
化
を
恐
れ
ず
、
世

の
趨す

う

勢せ
い

に
対
応
で
き
る
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
施
策
展
開
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

平
成
27
年
度
は
ふ
じ
み
野
市
誕
生
10
周
年
で
あ
り
、
記
念
式
典
ほ

か
各
種
記
念
事
業
が
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
取
り
組
ま
れ
、
合
併
後

の
市
政
の
目
指
す
べ
き
方
向
を
明
確
に
し
た
。
個
別
的
に
は
、
地
域

福
祉
計
画
の
着
実
な
実
施
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
多
く
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
特
に
福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
、
市
民
後
見
人
育
成
を

視
野
に
法
人
後
見
事
業
の
実
施
、
元
気
・
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
、

児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
包
括
的
支
援
事
業
の
拡
充
な
ど

最
大
限
の
努
力
が
実
現
し
た
。

加
え
て
ハ
ー
ド
面
で
の
今
も
続
く
学
校
の
ト
イ
レ
、
大
規
模
改
修
、

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
交
付
金
の
削
減
を
ひ
る
が
え
し
て
実
施
さ
れ

た
こ
と
は
瞠ど

う

目も
く

に
値
す
る
。
さ
ら
に
市
民
の
生
活
的
利
便
性
の
向
上

に
結
ぶ
職
員
の
ス
キ
ル
、
意
欲
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
を
願
う
。

自
主
財
源
で
は
、
市
税
収
入
が
、
若
い
世
代
の
人
口
流
入
な
ど
で

増
額
と
な
っ
た
。
し
か
し
市
税
や
負
担
金
の
収
入
未
済
は
多
額
と
な

っ
て
い
る
。
担
税
力
の
有
無
を
見
極
め
取
り
組
み
の
推
進
を
。

歳
出
で
は
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を
目
的
に
、
市
内
循
環

ワ
ゴ
ン
の
増
便
と
お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ
ク
シ
ー
の
併
用
を
実
施
。

実
証
運
行
の
中
で
改
善
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
の
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
新
設
さ
れ
た
福
祉
総
合
支
援
チ
ー
ム
で
は
、
制
度

の
狭
間
に
あ
っ
た
人
へ
、
法
と
市
の
裁
量
で
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
早
期
発
見
・
早
期

療
育
は
重
要
。
引
き
続
き
他
の
機
関
と
連
携
を
密
に
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
望
む
。
今
後
も
子
育
て
支
援
・
高
齢
化
率
の
上
昇
で
扶
助

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
な
ど
で
、
自
主

財
源
の
確
保
を
。
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特別会計・企業会計決算を審査

ふじみ野市誕生 10周年記念式典

平成27年度

一般会計
決算討論

賛成多数で可決

財
源
生
か
し
、
市
民
負
担
の
軽
減
を

 

日
本
共
産
党　

伊
藤
初
美
議
員

地
域
福
祉
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着
実
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前
進
を
歓
迎
す
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無
所
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鈴
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啓
太
郎
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員

賛成

時
代
の
変
化
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対
応
を

 

青
藍
会　

小
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議
員

福
祉
の
充
実
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に

 
公
明
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美
枝
子
議
員

平成27年度　特別会計・企業会計の決算状況
会　　計　　名 収　　入 支　　出

国民健康保険特別会計 139億4,740万8,650円 133億5,943万4,886円
介護保険特別会計 60億9,671万　380円 58億9,472万2,474円
後期高齢者医療事業特別会計 10億4,233万8,603円 10億2,934万9,567円
下水道事業特別会計 17億4,218万2,499円 13億3,082万9,838円

水道事業会計

収益的収入 収益的支出
17億8,849万3,299円 16億8,354万8,218円

資本的収入 資本的支出
3,735万円 5億8,956万7,276円

な
い
状
況
で
あ
る
逆
ざ
や
が
解
消
さ
れ
て

い
な
い
中
、
本
市
は
全
国
的
に
見
て
水
道

料
金
が
安
い
。
今
後
の
料
金
改
定
は
。

答　

平
成
28
年
度
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

10
年
間
の
長
期
的
な
水
道
事
業
の
計
画
と

な
る
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。
そ
の

中
で
、
財
源
に
つ
い
て
触
れ
て
い
く
予
定

で
あ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
料
金
改
定
も
考

え
て
い
く
。

決算特別委員会の主な質疑

福岡浄水場


